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    あの春高へ
～妹背高のレガシー～

    バレー特集

ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
校
の
女
子
バ

レ
ー
部
員
。
２
人
と
も
妹
背
高
バ

レ
ー
部
Ｏ
Ｇ
の
母
親
か
ら
、
部
活
動

に
向
き
合
う
姿
勢
や
コ
ー
ト
上
の
動

き
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い

バ
レ
ー
の
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
春
高
バ
レ
ー
北
海
道
予
選

会
で
ベ
ス
ト
８
だ
っ
た
２
人
は
、
今

年
の
目
標
に
つ
い
て
「
春
高
に
出
場

し
た
い
」
と
声
を
そ
ろ
え
ま
す
。
　

　
30
回
以
上
の
全
国
大
会
出
場
経

験
を
誇
る
名
将
・
掛
屋
忠
義
監
督

は
「（
加
藤
さ
ん
を
）
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ

タ
ー
で
ブ
ロ
ッ
ク
も
高
い
、（
渡
辺

さ
ん
を
）
ミ
ス
が
少
な
く
、
安
定
感

が
あ
る
」
と
評
価
。
８
月
に
は
、
強

豪
の
高
校
や
大
学
と
の
交
流
試
合
を

通
じ
て
、
レ
ベ
ル
の
高
い
プ
レ
ー
に

学
び
ま
し
た
。

　
11
月
中
旬
の
北
海
道
予
選
ま
で
１

カ
月
余
り
。
母
親
と
同
じ
「
春
高
」

へ
の
夢
を
追
い
か
け
る
妹
背
牛
出
身

の
女
子
部
員
２
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
ま
し
た
。

　
充
実
し
た
設
備
の
カ
ー
リ
ン
グ

ホ
ー
ル
を
持
つ
妹
背
牛
町
は
、
冬
期

間
に
楽
し
む
カ
ー
リ
ン
グ
の
文
化
が

根
付
い
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

か
つ
て
「
も
せ
う
し
」
の
名
前
を
全

国
区
に
押
し
上
げ
た
屋
内
球
技
が
あ

り
ま
す
。

　
妹
背
牛
商
業
高
校
（
２
０
０
９
年

閉
校
）の
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
、

全
日
本
高
校
選
手
権（
春
高
バ
レ
ー
）

で
全
国
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
の
が

１
９
７
８
年
。
76
年
、
78
年
に
は
国

体
で
準
V
を
達
成
す
る
な
ど
、
数
々

の
全
道
、
全
国
大
会
で
輝
か
し
い
実

績
を
重
ね
、
妹
背
牛
に
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。

　
妹
背
牛
中
学
校
を
卒
業
後
も
近
隣

の
高
校
で
寮
生
活
を
送
り
な
が
ら
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
厳
し
い
練
習
に
打

ち
込
む
高
校
生
が
い
ま
す
。
と
も
に

２
年
生
の
加
藤
綸
菜
（
り
ん
な
）
さ

ん
と
渡
辺
亜
衣
莉
（
あ
い
り
）
さ
ん

の
２
人
は
、
隣
の
深
川
市
に
あ
る
ク

妹
背
牛
と
い
え
ば
…

母
親
が
と
も
に
妹
背
高
O
G

11
月
に
春
高
バ
レ
ー
北
海
道
予
選
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バレーボールを始めたのはいつ

小学２年生

そのきっかけは

家族や親戚の女性がバ
レーをしていたから

友だちの練習を見て楽
しそうだったから

バレーボールの魅力は

チーム全員で得点した
時の達成感

ボールをつないで勝ち
取った１点

理想の選手像は

どんなトスでもスパイ
クを打てるアタッカー

コート上で存在感を高
められるセッター

バレーを続けて良かったこと

信頼関係を築ける仲間
が増えた

社会に役立つ礼儀や生
活習慣が身についた

①加藤綸菜（りんな）　②２年生
③センター　④ 171 ㌢
⑤イチゴタルト

①渡辺亜衣莉（あいり）　②２年生
③セッター　④ 159 ㌢
⑤マカロン

①名前　②学年　③ポジション　④身長
⑤好きなスイーツ

交流試合の観戦中に拍手を送る
　　　　　渡辺さん（右）と加藤さん

妹背高OGから

加藤さんの母・智美さん 渡辺さんの母・理恵さん

　春高の全国大会がかかった高
校最後の年。地区予選に敗れ、
全道大会さえも出場できなかっ
た悔しい思い出は今でも忘れら
れません。
　「春高に出場したい」という思
いからクラーク高校に入学した
娘にその夢を託し、全力で応援
し続けたいです。

　私が達成できなかった、春高
の大舞台で活躍してくれること
を願っています。
　全国の壁は高いと思うけれど、
最後まで自分を信じて、仲間を
信じて頑張ってください。
　ぶれずに春高バレー出場の夢
に向けて、頑張るみんなをこれ
からも全力で応援します。

ら何かしらの縁を感じています。どうせやるなら
思い切り努力して、大きな宝物を見つけてほしい
と思います。
　かけがえのない高校生活を存分に楽しんでほし
いと心から願っています。そして、健康でバレー
ボールができることへの感謝の気持ちを忘れずに
素敵な大人になってくださいね。
　「りんな・あいり　ガンバレー！」

　今から 43 年前、夢の全国優勝を果たせた一員
として、お２人にエールを送りたいと思います。
　先日、本町体育館でクラーク高校と他校との練
習試合を拝見する機会がありました。参加校は全
員が礼儀正しく、かつての妹背牛商業高校と重な
りました。
　目標を持ち、それに向かって突き進む人はいつ
も輝いています。それが、バレーボールであるな

応援ありがとうございます！
優勝校のメンバーだった石井美雪・前教育長から２人にエール


